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2023年 3月 30日 
報道関係者各位 

東急リバブル株式会社 
 
 

脱炭素社会の実現に向けた取り組み 

分譲マンション「LʼGENTE（ルジェンテ）」全物件を 

2024年度より ZEH-M Oriented標準仕様化へ 
投資用一棟レジデンス「ルジェンテ バリュ」「ウェルスクエア」へも段階的に導入 

  
東急リバブル株式会社（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：太田 陽一）は、脱炭素への取り組みとし

て、2024年度以降に着工する分譲マンション「LʼGENTE（ルジェンテ）」の全物件を ZEH 相当※1の環境性能
とすることを決定しましたのでお知らせします。また、当社が開発し一棟で販売する投資用レジデンス   
「LʼGENTE VALU(ルジェンテ バリュ)」及び「WELL SQUARE（ウェルスクエア）」へも段階的に導入します。 
なお、当社における ZEH 認証物件の第一号として、2023 年 1月に「墨田区石原二丁目プロジェクト」（ル

ジェンテバリュ 総戸数 73戸）を着工し、2024年６月に竣工予定です。 
 
※1  ZEH-M Oriented認証以上となります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         

 
■環境負荷を軽減し快適かつ経済的な住まいの提供 
 当社は、集合住宅において ZEH-M Oriented以上の環境性能を標準仕様とします。 
ZEH 水準の環境性能とすることで、断熱性能が向上し室温を一定に保ちやすくなり、夏は涼しく、冬は暖か
で快適な室内環境を維持するとともに、ヒートショック防止効果なども期待できます。さらに、高効率な設備
を利用することで光熱費を抑える効果もあります。 
 国土交通省では、2030 年に目指すべき住宅の姿（あり方）として、「新築される住宅について ZEH 基準の
水準の省エネ性能が確保されること」としており、当社は分譲マンション「LʼGENTE(ルジェンテ)」について
前倒しで ZEH基準を標準化してまいります。 
  

 
今後も当社の事業を通じて快適で健康的かつ経済的な住まいの提供を目指し、環境と調和する持続可能な

社会の実現に向けて取り組んでまいります。 
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■ZEH とは 
「ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス」の略称で、断熱性・省エネ性を高め、再生可能エネルギーなどを導入
することによって年間の一次エネルギー消費量の収支をゼロにすることを目指した住宅です。集合住宅にお
ける ZEH-M(100%以上省エネ)、Nealy ZEH-M(75%以上省エネ)、ZEH-M Ready(50%以上省エネ)、ZEH-M 
Oriented(20%以上省エネ)があります。 
 

以上 
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